
HYCU R-Cloud for Microsoft 365機能紹介



HYCU R-Cloud for Microsoft 365とは

業種業界・規模・拠点は問わず、どなたでも運用要らずのサービスをご利用できます

バックアップ・アーカイブ・コンプライアンスを一つで提供するクラウドサービス

• バックアップ基盤は国内のパブリッククラウド上で稼働：お客様による保守は一切不要

• ストレージも込み！データが増えても追加費用ゼロの自動拡張、データ永久保存

• ジョブ管理なし（全て自動で作業ミスを排除）

• 日本語含む多言語操作！

• 充実のコンプライアンス対応とセキュリティ対策

• 高速かつ高度な詳細検索

• 保存済みデータの改ざん防止、ファイルは世代管理

• Exchange, OneDrive, SharePoint, Teamsを保護
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機能一覧

機能 説明

料金体系
シート（メールボックス）数
※SharePointを容量ベースで試算することも可能

バックアップ対象

Exchange Online（メール、連絡先、カレンダー、タスク）

OneDrive

SharePoint Online

Teams

Eメールのインプレースアーカイブ（サポートに依頼すること
で有効化）

プライベートチャット（サポートに依頼することで有効化）

ストレージ容量
無制限
※一部ユーザーや一部容量ベースにライセンス提供も可能

バックアップ対象の自動登録 メール、SharePointサイト

ADグループ指定のバックアップ
EntraIDのグループを指定することで、一部のユーザー
のみをバックアップ対象として自動登録

個々のメールボックスを追加 あり

個々のSharePointサイトの追加 あり

詳細検索 あり（メール、OneDrive、SharePoint）

Eメールジャーナリング ジャーナリング経由で全てのメールを取得、バックアップ

メールの非アクティブ化 メールボックスのバックアップ停止

メールの削除 なし

ファイルの削除 なし

退職者のメール削除 サポートに依頼することで可能

機能 説明

インサイト メール環境の洞察

ロールベースアクセス制御 あり

セルフサービス あり

Eディスカバリー あり

警告 あり

リテンションポリシー あり

訴訟ホールド あり

監査ログ記録 あり

確認プロセス あり

タグ あり

データ保護担当者による削除 あり

3



• バックアップストレージは自動的に展開されるため、設定なし

バックアップ運用は不要、日々の作業は検索や復元だけ

• バックアップの実行頻度

✓ジャーナルからの常時バックアップ、初回はメールボックスバックアップを1回実行

✓OneDrive、連絡先、カレンダー、タスクのバックアップは1回/日

✓ SharePoint、グループとチームのバックアップは3回/日

• ジョブ設定なし、ユーザー追加後に自動的にバックアップが開始されます

• Eメールジャーナルルールも自動で作成

• 細かなアカウント管理が可能（監査目的の外部閲覧者、各ユーザーのセルフサービス等）
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大規模環境への対応

•  Elasticアーキテクチャ、バックアップ・アズ・ア・サービスとして提供することで、設計や

構築が不要

• HYCU基盤は日本国内のパブリッククラウド上で稼働しているため、お客様のインターネット

回線への負担なし、日本国外にデータが転送されるリスクなし

• ジャーナル経由でメールを受信することで、全ての送受信メールを保持できるだけでなく、

同じメール（Message IDが同じ）は1通のみ受信・保存するだけ

• Microsoft APIレポートのユーザーやファイルのステータスを確認することで、バックアップ

が必要なファイルを検出し、新・更新ファイルのみバックアップを実行

• マイクロソフトのベストプラクティスに従い、最適なパフォーマンスと適切な負荷を両立す

るように設計
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退職者データを保持する「非アクティブ化」機能

•  保持ライセンス数の20%までは「非アクティブ化」により、データを保持したままライ
センスの解放と付け替えが可能。また、M365側でアカウントが削除されると、HYCU側
では自動的にアカウントを非アクティブ化。

• 例：100ライセンス保持なら20名の退職者のデータを保持しつつ、ライセンスを新しい
ユーザーに割り当て可能

※100アクティブユーザー + 20非アクティブユーザー＝ 120名のデータ保持
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バックアップサービスの開始手順
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全体の流れ

1. HYCUから管理アカウントのパスワードリセット通知メールを送信

2. パスワードのリセットとHYCUへのサインイン

3. お客様のMicrosoft 365テナントをHYCUへ登録

4. アカウントの登録

5. 保持期間の設定
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1．管理アカウントのパスワードリセット通知メールの受信

HYCUから直接お客様にEメールでパスワードリセットを通知します。

通知メールの例

件名：Thank You for Signing Up
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2．パスワードのリセット

Eメール本文の[Create パスワード]リンクをクリックし、
HYCU画面でパスワードをリセットします。
※パスワードリンクは2日程で期限切れになります。
パスワードリンクが期限切れとなった場合は「Forgot password?」ボタンをクリックし、
パスワードを再リクエストしてください。
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3．Microsoft 365テナントの登録

設定したパスワードでHYCUにサインインします。
サインイン後、アカウントを選択するとHYCU画面へ移動します。
（※複数のHYCUアカウントをお持ちの場合、サインイン可能なHYCUアカウントのリストが表示されます。）
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3．Microsoft 365テナントの登録

[+バックアップの追加]ボタンをクリックします。
次に、[Microsoft 365でサインインします]をクリックします。
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3．Microsoft 365テナントの登録

[グローバル管理者による認証]又は[サービスプリンシパルによる認証]の2通りから選択できます。
セキュリティ侵害の可能性を最小限におさせる[サービスプリンシパルによる認証]を推奨します。
※サービスプリンシパル認証の場合、2024年8月時点ではTeamsのカレンダーとグループメールの添付ファイルがバック
アップされない点にご注意ください。これらのバックアップが必要な場合はグローバル管理者認証を選択してください。
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Microsoft 365テナントの管理者アカウントでサインインします。

3．Microsoft 365テナントの登録
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[要求されているアクセス許可]
バックアップに必要な権限がリスト表示されます。
内容を確認の上、[承認]ボタンをクリックします。

3．Microsoft 365テナントの登録
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自動的にHYCU画面に戻ります。
裏ではバックアップアプリケーションが自動的に作成されます。

3．Microsoft 365テナントの登録
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バックアップアプリケーションが作成されると、デバイス認証が表示されます。
手順１を実行してください。

3．Microsoft 365テナントの登録
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3．Microsoft 365テナントの登録

ステップ２のリンクをクリックすると、新しいウィンドウが開きます。
コピーしたユーザーコードを入力してください。
次にM365テナントの管理者アカウントを入力し、許可します。
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3．Microsoft 365テナントの登録

HYCU画面に戻り、[Verify ＆Continue]ボタンをクリックします。
以上でMicrosoft365テナントの登録作業は終了です。
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ユーザーアカウント登録の画面に進みます。[自動登録]を有効にすると、アカウントの自動登録と
自動バックアップが開始されます。バックアップ対象のアカウントを手動で指定する場合は[無効]
のままとし、バックアップ対象のアカウントを選択して追加します。

４．アカウントの登録
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４．アカウントの登録

アカウントの手動登録の場合、対象ユーザーにチェックを入れ、「+バックアップへの追加」
ボタンをクリックします。
※既定の保持期間を指定する必要があります。保持期間を無期限にする設定は後でご紹介し
ますので、一旦10年を選択し保存してください。
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４．アカウントの登録

アカウントの登録は以上です。後日追加でアカウントを登録する場合、
[ダッシュボード]→[+バックアップの追加]ボタンをクリックし、登録済みテナントをクリック
することで、アカウント登録画面に進むことができます。
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４．アカウントの登録

SharePointサイトは自動登録が有効になっています。
特に設定することなく、全てのサイトが自動的にバックアップされます。
※OneDriveとTeamsの登録作業は必要ありません。以上です。
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5．保持期間の設定

アカウント登録時に既定の保持期間を10年に指定しました。
保持期間を無期限にするにはリテンションポリシーを作成する必要があります。
[コンプライアンス]→[リテンションポリシー]に進み、[アカウントのレベル]タブで
[+新規の作成]ボタンをクリックします。
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5．保持期間の設定

以下の条件で新しいポリシーを作成します。
ポリシー名：（名前は任意ですが、今回は無期限にしています）
目的：すべて
保持期間：無制限
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5．保持期間の設定

アカウントレベルでのバックアップ保持期間は無期限に設定されました。
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5．保持期間の設定

SharePointのサイトも同様に無期限に設定します。
[サイトレベル]タブに進み、[+新規の作成]ボタンをクリックします。

27



5．保持期間の設定

以下の条件で新しいポリシーを作成します。
ポリシー名：（名前は任意ですが、今回は無期限にしています）
目的：すべて
保持期間：無制限
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サイトレベルでのバックアップ保持期間は無期限に設定されました。
※OneDriveは既定で無制限保存になります。
以上

5．保持期間の設定
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データ復元
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メールの復元

• ダッシュボード画面から「メール」を選択

• 復元時のオプション設定

✓メールボックス全体または個別のメールを選択して復元

✓元のメールボックス内の指定するフォルダや、異なるアカウントを復元先として指定

✓異なるメールシステムへの移行

✓eml/pst形式でダウンロード

✓添付ファイルだけを検索してダウンロード
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メールの復元

メールを選択して復元 メール移行
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OneDriveの復元

• ダッシュボード画面から「OneDrive」を選択

• 復元時のオプション設定

✓ユーザー全体または個別のファイルを選択して復元

✓復元先アカウントの指定や、元の場所または新しいフォルダを復元先として指定

✓ファイルのバージョンの選択

✓ファイルのダウンロード
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OneDriveの復元

ファイル復元

34



連絡先の復元

• ダッシュボード画面から「連絡先」を選択

• 復元時のオプション設定

✓各ユーザーの連絡先全て、または個別の連絡先を選択して復元

✓各ユーザーの連絡先全て、または個別の連絡先を選択してダウンロード
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連絡先の復元

連絡先復元
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カレンダーの復元

• ダッシュボード画面から「カレンダー」を選択

• 復元時のオプション設定

✓各ユーザーのカレンダー全て、または個別のカレンダーを選択して復元

✓各ユーザーのカレンダー全て、または個別のカレンダーを選択してダウンロード
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カレンダーの復元

カレンダー復元
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タスクの復元

• ダッシュボード画面から「タスク」を選択

• 復元時のオプション設定

✓各ユーザーのタスク全て、または個別のタスクを選択して復元

✓各ユーザーのタスク全て、または個別のタスクを選択してダウンロード
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タスクの復元

タスク復元
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SharePointの復元

• ダッシュボード画面から「SharePoint」を選択

• 復元時のオプション設定

✓サイト全体、サブサイト、または個別のファイルを選択して復元

✓復元先アカウントの指定、元の場所または新しいフォルダを復元先として指定

✓ファイルのバージョンの選択

✓ファイルのダウンロード
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ファイル復元 復元先指定

SharePointの復元
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Teamsの復元

• ダッシュボード画面から「グループとチーム」を選択

• 復元時のオプション設定

✓チャットを新規グループを作成して復元、またはダウンロード

✓ファイル（Teamsのファイルや添付ファイル）の復元またはダウンロード

✓SharePointサイトの復元またはダウンロード

✓OneNoteの復元またはダウンロード

✓共有メールボックスの復元またはダウンロード

✓カレンダーの復元またはダウンロード

✓タスク（Planner）の復元またはダウンロード
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Teamsの復元

Teams復元のメイン画面
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チャットダウンロード

Teamsの復元

新規チャットの作成と復元
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保存データの高速かつ高度な検索

• メール、OneDrive、SharePointを対象とした詳細検索

• メールの件名や本文、添付ファイル、送信者や受信者を対象にした検索

• ファイルを名前や日付、キーワードで検索 細かな検索条件の追加も可能
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インサイト
メール環境の洞察
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統計

• メール容量とメールのストレージ

• 送受信の多いユーザーや添付ファイルの情報
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生産性

• メールの送信や返信に要する時間等、メール

から得られる生産性（効率）に関する情報

• メール送信時間

就業時間におけるメール使用量の情報
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• メールの応答時間

社内メール、社外メールへの平均応答時間

• トップ送信者と受信者

社内メール、社外メールの送受信が

多い上位ユーザー

生産性
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アカウント管理
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管理者アカウント（所有者アカウント）について

サブスクリプション購入時に指定する管理者アカウントは所有者アカウントとも言われ、
最上位の権限を有します。運用時においてこのアカウントを使用することも可能ですが、
別途管理アカウントを作成し、運用することも可能です。

所有者アカウントについて：

シングルサインオンは使用できず、メールアドレスとパスワードでHYCU管理画面にサイ
ンインします。セキュリティ対策として「二要素認証」設定することをお薦めします。
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完全な管理者アカウントについて

HYCU管理画面から別のユーザーを管理者として登録できます。「完全な管理者」は「所有者
アカウント」の次に強い権限を持ち、日々の運用は完全な管理者で十分要件を満たします。

追加登録は画面右上「ユーザー管理」メニューに進み、「権限の許可」タブから行います。

「Azure SSOのみ許可」トグルを有効化することで、Microsoft365側のシングルサインオンの
仕組みでHYCU管理画面にもサインインできるようになります。
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その他のアカウントについて

「ユーザー管理」メニューからユーザーを追加する場合、様々な権限を指定できます。

？マークをクリックすると、各役割に関する説明文が表示されます。
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コンプライアンス機能
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eDiscovery - 強力なメール監査の仕組み

• eDiscoveryはメールの詳細検索を元にした検索結果を保存する

• 監査担当者は確認プロセスを実行することで、対象メールを確認し結果を記録可能。
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リテンションポリシー

• ExchangeメールとSharePointサイトは任意の保持期間の設定可能

• OneDriveは既定で無制限保持

• 保持期間はメール送受信日やファイルの作成・更新日を元に計算
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訴訟ホールド

• 保持期間を無制限ではなく期間を設定している場合のおいて、一時的にバックアップデータ
の削除を停止する場合、訴訟ホールドを利用する

• 対象はメールであり、訴訟ホールドでマークされたメールは削除不可（解除後は削除可能）

• メールアカウント/部署/すべてから指定
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監査ログによる保存データへのアクセス監視

• 運用担当者の監査ログ（誰がいつ何をしたか記録を保持）

✓データの復元やダウンロード、移行などの実行者の行動を記録

✓権限付与やシステムへの変更作業も記録

✓システム通知
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セキュリティ
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安心のセキュリティ・コンプライアンス対策

データ転送及び保存時の暗号化

TLS 1.2, AES-256, FIPS-2 
certified Amazon KMS

バックアップ基盤は以下の法令・規則に準拠

 SOC 1,2 and 3, ISO27001, FedRAMP, 
FISMA, DIACAP, DOD CSM Levels 1-5 FIPS 

140-2

国際的な個人情報保護法の順守

HIPAA, HITECH act, GDPR, 
PDPA (Singapore), Australia 

privacy act

サービスとして提供されるため、バックアップ基盤自体のセキュリティは心配無用
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